
MRI検査の教育は、検査に対する安全管理教育を中心に、当直業務を担当するために必須

となる撮像部位、頭部・椎体などの部位から習得していきます。その後、脳ドックや頻度の

高い撮像部位、造影検査と習得していきます。モダリティ責任者が管理を行い、教育担当者

と共にスケジュールに沿って実施します。

安全
管理

・MRI全般の安全教育

・安全管理の講義及びレポート実施

・患者対応の練習

レポート

・解剖

・ルーチン撮像：基準点・範囲・必須撮像シーケンス

・MRI装置及び周辺機器の理解

模擬
患者

・ポジショニング練習

・検査開始⇒撮像計画⇒撮像後処理

・模擬用チェックシートによる、評価及び振り返り

撮像
業務

・実患者への対応（見学⇒モダリティ責任者と共に⇒1人で）

・検査全体のフローの理解

・業務チェックシートによる、評価及び振り返り

当直必須業務：頭部ルーチン・頭部MRA・頚部MRA・椎体・股関節など

業務チェックシート

患者対応・ポジショニングチェックシート

※ 当直業務の必須撮像部位取得後は、その他

モダリティと並行しての教育となるため、

日々の予約状況をモダリティ責任者が把握

し、レポート指示と撮像業務の教育を進め

ています。

MRI教育

● 習得期間 3カ月


